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I. はじめに

急性上腸間膜動脈閉塞症の原因は血栓よりも塞栓が

多いとされるが,塞 栓の場合も心疾患や大動脈硬化に

伴 う壁在血栓,心 房血栓,大 動脈粥腫の剣離などが原

因となると同時に,塞 栓部位における二次的血栓によ

る増悪進展が問題となる。このように急性上腸間膜動

脈閉塞症の発生または増悪進展と血栓あるいは動脈硬

化は密接な関連をもつと考えられる。

さて,血 栓症や動脈硬化症における血小板の役害Jは

すでに知られるところである。そして最近, この血小

板機能とトロンボキサン(TX)や プロスタグランジン

(PG)の 前駆物質である不飽和脂肪酸の関連が注目を

集めている。そこで著者らは急性上腸問膜動脈閉塞症

の 3例 に血中脂肪酸の分析を行い興味ある結果を得た

ので若子の考察を加えて報告する。

H.対   象

1981年から1985年の間に当科において入院手術を施

行した急性上腸間膜動脈閉塞症の 3例 を対象とした

(表 1)。 また対照として著者らが男Jにulj定した本邦健

常人189例,参考として心筋梗塞10例の測定成績を用い

亨そこ.

IH.方   法

1.採 血 t入院時または術直後に肘静脈よリヘパリ

ン採血した。         .

2.被 検血奨の保存 :採血後,直ちに血装を分離した

(約2,100G10分間).血装は窒素ガスを充填した試験管
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で-20℃ 凍結保存し,測 定時に溶解した。

3.脂 肪酸分析法 :血奨からFolchの 方法で脂質を

抽出し,横 河ヒェレットパッカード社製 HP‐5731型ガ

スクロマ トグラフで分析した。

IV.結   果

脂肪酸の分析値については今回の分析の主目的であ

るエイコサペンタエン酸 (EPA),ア ラキ ドン酸 (AA),

ドヨサヘキサエン酸 (DHA)に ついての結果を示す。

なお,全 脂肪酸分析値は表 2に示した。

1.AA: 急 性上腸間膜動脈閉塞症 3例 の血奨中の

AAは 63±矛 g/ml(M± SD),対 照のそれは106±33

″g/ml,心 筋梗塞例では137±5助 g/mlで あった (図

1 ) .

2.EPA:急 性上腸間膜動脈閉基症 3例の血奨中の

EPAは 26±13″g/ml,対照のそれは81±25″g/ml,心

筋梗塞例では55±31″g/mlであった(図1)。心筋梗塞

例のそれは対照に比べ有意に (p<0.05)低 値であっ

ヲ【=.

3.DHA:急 性上腸間膜動脈閉基症 3例の血装中の

DHAは 52±18″g/ml,対照のそれは111±25μg/ml,

心筋梗塞例では95±2物g/mlであった (図1).

4.EPA/AA比 :急性上腸間膜動脈閉塞症 3例 の
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表 2 腸 間膜動脈閉基症例の血中脂肪酸紅成

(μo/m,)

脂 防 酸 名 晴 号 症例 1 症例 2 症例 3

Myrlsuc actd

Palmitic acid 3054 2892 6335

Pattitobc a田 333 361

Steanc a田 C嶋0 83_1 830 1486

CttBL a" 2030 2080 4681

Linolsic acid 2330 2493

unolenic actd C,s , :

Arachidic aci., C m o

EicMoic acil C約¬

Eiccadmic €cid C202 T J 17

Eic€tisnoic acil C如ョ

Arachrdo円にacu C20■ 682

Behsic acid Cz,o Tr

Eic@Htaffdc acil

Errcic acid ND ND

Lign@qic acid ND ND

Docc― m aCd C225 ND

l{svonic acid ND

Dacosahe― otc acH crr,,

Tota, 17080

図1 腸 間膜動脈閉塞症例の血中脂肪酸組成

アラキ ドン酸    ェ ィョゥペンタエン酸     ド ヨサヘキサヘン酸

EPA/AA比 は0,41±0.21,対照のそれは0.76±0.47,

心筋梗塞症では0.45±0.09であった(図2).心 筋梗塞

例のそれは対照と比べ有意に (p<0,05)に 低値であっ

ヅti.

5,DHA/AA比 :急性上腸管膜動脈閉基症 3例 の

DHA/AA比 は0.84±0.35,対照のそれは1.05±0.40,

心筋梗塞711では0.74±0.21であった(図3).心 筋梗塞

例のそれは対照に比べて有意に(p<0.05)低値であっ

た.
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腸間膜動脈閉塞症例の血中 EPA/AA

EPA/AA

対

照

( n = , 8 9 )

腸間膜動脈閉塞症例の血中 DHA/AA

DHA/AA

心   対
筋
標    照

寵 ( n ‐1 8 9 )
( n = , 0 )

V . 考 察

グリーンランドに住むエスキモーには心筋梗塞をは

じめとして血栓性疾患の少なくないことが知られてい

る.Dyerbergら はこの理由として彼らが魚を多食す

ることによる特徴的な血奨脂肪酸組成を指摘した。.

すなわち,ニ スキモーの血装脂肪酸組成とデンマーク

人のそれを比較するとEPAが 著るしく多くAAが 少

なくないという事実である。

生体では多価不飽和脂肪酸であるAAを 前駆物質

として血小板においては TXA2の が,動 脈内皮細胞に

おいては PG12めが生成される。また,多 価不飽和脂肪
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酸であるEPAを 前駆物質として血小板においては

TXA3つ が,動 脈壁においては PG13"が 生成される,

TXA2は 血小板凝集作用 と血管収縮作用をもつが,

TXA3は 血管収縮作用はもつものの血小板凝集作用は

もたない。PG12と PG13は ともに血小板凝集阻害作用

と血管弛緩作用をもつ。そして血中におけるAAの 増

加は TXA2の ,EPAの 増加は TXA3の 産生を促進す

る。すなわち血中 EPA/AA比 の低下は結果として血

小板凝集の起こりやすい状況を作 り出す。また,EPA

を前駆物質とするPGの 中間代謝物である PGH3の 血

小板凝集作用が AAを 前駆物質 とするPGの 中間代

謝物であるPCH2の 血小板凝集作用と異なって可逆的

であること,EPAの サイクロオキシゲナーゼ阻害作

用,あ るいは血小板膜におけるEPAと AAの 競争に

よるTXA2の 生成抑制などの理由で,結 果として血小

板凝集を抑制する。血小板凝集阻害作用は EPAの 量

もさることながら,EPAと AAの 比に強 く影響され

る,事実,出血時間はAAの 量とは関連に乏しく,EPA

量の増加とともに延長するが,EPA/AA比 の増加と

最っとも良く正の相関を示して延長する。.そ して,血

小板凝集の抑制が血栓性疾患の発生あるいは増悪の防

止に有用なことは周知の事実であるし,TXA2の 増加

は動脈硬化の増悪因子となる。そして血栓性疾患にお

けるEPA/AAの 低下 も観察 されているの.さ らに

EPAの 摂取によって超低比重 リポ蛋白や トリグリセ

ライ ドが低下し,あ るいは高比重 リポ蛋白コレステ

ロールが増加するという報告ゆもあり,閉 塞性血管疾

患ないしは血栓症のリスクファクターとして動脈硬化

を捉える時,EPAの 血清脂質清澄作用,抗 血小板作用

は動脈硬化の予防ないしは進展防止を介して血栓性疾

患の発症に抑止的に働 くと考えられる。また,最 近,

多価不飽和脂肪酸の一つであるDHAは ヒト血小板の

凝集を阻害することが報告されり,DHAに ついても同

様の効果が期待される。

さて, このような観点から今回の測定成績を考察す

ると, 3症 例の血奨中の EPA,DHAは 対照よりも著

しく低下しており,心 筋梗基例のそれらよりさらに低

値である。AAも また対照および心筋梗塞例より低値

ではあるが,EPA/AAは 対照および,b筋梗基例より

低く,DHA/AAも 対照のそれを下回ってる。症例と対

照の測定値間には,い ずれも統計学的有意差は認めな

いが, これは症例数が3例 と少数なことも原因する。

事実,EPA,EPA/AA,DHA/AAで は対照と有意差を

示す心筋梗塞例のそれをも下回っていた。そして, こ
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のような低 EPA/AA,低 DHA/AAが 本症の病態に

悪影響を及ぼしている可能性は否定できないし, 3症

例における低 EPA/AAと 低 DHA/AAと 本症の発生

の間には因果関係を想定しうる。

さて,今 回の測定による上腸間膜動脈閉塞症例の血

中 EPA/AA,DHA/AAが なぜ低いかについては明確

ではない。 し かしながら血奨脂肪酸組成が食餌性に変

動することは事実であり,魚 類の多食は血奨 EPA/

AA,DHA/AAを 上昇せしめるし,魚 類を摂取しない

人々の血奨 EPA/AA,DHA/AAは 魚類を多食する

人々のそれより明らかに低い。.近年,日本人の食生活

は,獣 肉を中心とした欧米型に移行しつつある。上腸

間膜動脈閉塞症の増加傾向の理由として,生 活様式の

欧米化1のがいわれているが,そ の具体的根拠として食

生活の変化に伴う,血 装 EPA/AA,DHA/AAの 低下

が挙げられるものとも思われる。

VI.お わりに

上腸間膜動脈閉塞症の 3例 に,血 装不飽和脂肪酸の

分析を施行し,そ の成績と本症の発生,増 悪との関連

について考察した。その結果 3症例はいずれも対照に

比べて EPA,DHA,EPA/AA,DHA/AAの 低下を示

していた。これらの低値は結果として血小板凝集能の

克進を引き起こし,本 疾患の発生,増 悪に関与すると

思われた。,

なお,本 論文の一部は第22回日本消化器外科学会総会に

おいて発表した。
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